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防災

この番組の良さ   番組活用のポイント

  学習展開例 授業時間

（加藤悦雄）

いろいろな授業に使える

　2011年3月11日14時46分、宮城県牡鹿半島沖合130キロメートルの

海底を震源として発生した東日本大震災は、日本の観測史上最大のマ

グニチュード9.0を記録しました。

　未曾有の大災害となった理由のひとつは、地震の直後に襲った大津

波による被害が大きいことが挙げられます。

　この番組では、まず、その津波の発生源、メカニズムをシミュレー

ションや実際の映像を使って明らかにします。つぎに、被災された方

たちの実際の体験をインタビューと当時の映像で再現します。ここで

は、津波が身近にせまる緊迫感と、その時にどういう行動をとったため

に助かったのかが明らかにされていきます。最後は、これからの災害

発生に備える、研究者たちの活動を紹介します。校種や学年に関わら

ず、授業のねらいにそって様 な々授業で活用できます。

防災教育に

　番組では、三陸海岸と宮城平野での津波のメカニズムと被害の大き

さのちがいを検証します。津波に対する人々の避難意識の差、情報が

錯そうする中で混乱した避難所の様子などもインタビューと映像で紹

介されます。

　今回の津波は、三陸沖で7メートルもの高さに達していたことが、

釜石市のGPS波浪計で観測されています。これまで考えられていた

津波発生のメカニズムをもとに津波の波形をコンピュータシミュレー

ションで再現しようとしてもできませんでした。それほど人間の予想を

遙かに超える規模の津波であったことがわかります。その危険性は

東北地方だけでなく、全国の海岸に及んでいることを知っておかねば

なりません。

巨大津波“いのち”をどう守るのか
NHKスペシャル　東日本大震災

（2011年放送）

それぞれの授業のねらいで
　この番組は、今回の東日本大震災
に関する数多くの映像を使っていま
す。授業のねらいにそって、それらの
映像を使った授業に活用できます。

巨大津波のシステム
　東日本大震災の際に発生した「巨
大津波」。多くの命や財産を奪って
いった「津波」は、どのようにして起
こったのか？
　その時、三陸沖の海底ではどんな
ことが起こっていたのか。そのメカニ
ズムを番組で明らかにしていきます。

その時、人は何を考えていたのか？
　地震発生から津波到達までの間、
人々は何を考え、どんな行動をとった
のか？誰も経験したことない大地震・
津波が押し寄せる間際で、人々がとっ
た行動の結果が生死を分けることに
なりました。このような災害発生時
に、何を考えどうやって行動すればよ
いるのか、子どもたちが考えていく力
をつけるきっかけになります。

総合社会

小学校高学年以上
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時間
配分 学習活動 教師の支援

5分

①  ビデオを見て、気づいたことをメモする。

・ オープニングから番組タ
イトルまで視聴する

（開始～4分11秒）

○ 東日本大震災のビデオを見て、気がついたことをそれ
ぞれメモするように指示する。

※ 映像を見て気分が悪くなる子どもが出る場合も考え
られる。精神的な影響を考え、子どもの様子を随時、
観察しながら視聴させる。

5分

②メモしたことを発表する。 ○ 災害について、メモした内容から分類する。
・大きく盛り上がった波のすごさ
・巡視船の乗組員の無念さ
・海岸に押し寄せる津波のすごさ
・津波から逃れた人々の声、悲壮感など

23分

③  災害から身を守るために、人々がとった行動について
考える。

・ 身を守るためにとった
行動

（5分36秒～29分30秒）

○ 実際に津波から、逃れることができた人たちの行動
や考え方を通して、自分ならどうするかを考える。

5分

④  津波から身を守れた人たちはどんな気持ちだったの
かを考えて発表する。

○ それぞれの人たちがとった行動は、それぞれ津波に
流されないように一生懸命であったことをことを伝
える。

7分

⑤  被災地の人たちがどのような思いで、自分たちの身を
守ったのかをインタビューを通して考える。

・ 津波から身を守るには

（1時間7分30秒～終わり）

○ 生き延びるためには、まず逃げることと正確な情報
を得ることが大切であることを理解させる。

大災害（巨大津波）発生！　　
その時、自分の身を守るために

授業時間
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